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令和4年度多文化共生の担い手連携促進研修会



宮城県国際化協会におけるこれまでの取り組み
年
度 場所 事業名 対象 参加

人数
備考

H21 松島町 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 １２ 講座の１コマに「やさしい日
本語」研修の時間を設ける

H22 石巻市 〃 〃 ８ 〃

H23 南三陸町 〃 〃 １２ 〃

H24 仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 ３６ 〃

H25

角田市 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 １３ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 ２９ 〃

H26 仙台市 〃 〃 ３６ 〃

H２７

南三陸町 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 １３ 〃

石巻市 〃 〃 ３３ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 ３１ 〃

H28

気仙沼 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 ２５ 〃

塩釜市 地域交流サポーター育成講座 技能実習生の交流支援活動希望
者 １６ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 ２７ 〃



宮城県国際化協会におけるこれまでの取り組み

年
度 場所 事業名 対象 参加

人数
備考

H29

仙台市 技能実習生サポートのための
スキルアップ講座

「MIA日本語サポーター」登録者 ２９ 講座の１コマに「やさしい日
本語」研修の時間を設ける

石巻市 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 ３３ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 ４３ 〃

H30

気仙沼 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 １７ 〃

石巻 〃 〃 １６ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会 「MIA日本語サポーター」登録者 43 〃

R1

気仙沼 日本語ボランティア養成講座 日本語学習支援活動希望者 １７ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 41 〃

R2

気仙沼 やさしい日本語研修 一般市民 ２８ 県委託事業

気仙沼 〃 市職員 ２０ 〃

多賀城市 外国人技能実習生との交流サ
ポーター育成講座

技能実習生の交流支援活動希望
者

１３
〃

講座の１コマに「やさしい日
本語」研修の時間を設ける

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会

「MIA日本語サポーター」登録者 8 講座の１コマに「やさしい日
本語」研修の時間を設ける



宮城県国際化協会におけるこれまでの取り組み

年
度 場所 事業名 対象 参加

人数
備考

R3

仙台市 やさしい日本語研修 市町村職員等 １９ 県委託事業

柴田町 〃 一般町民（主に柴田町社協に関
係する団体の構成員や行政区長）

３０ 〃

角田市 〃 一般市民（主に日本語学習支援
者）

９ 〃

多賀城市 外国人技能実習生との交流サ
ポーター育成講座

技能実習生の交流支援活動希望
者

１４
〃

講座の１コマに「やさしい日
本語」研修の時間を設ける

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会 「MIA日本語サポーター」登録者 ６ 講座の１コマに「やさしい日

本語」研修の時間を設ける

R4

丸森町 やさしい日本語研修 一般町民 １６ 県委託事業

柴田町 〃 民生委員・児童委員 ７３ 〃

気仙沼市 〃 市職員 ２７ 〃

石巻市 〃 市職員 ２５ 〃

加美町 日本語交流サポーター育成講
座 日本語学習支援活動希望者 １０

〃
講座の１コマに「やさしい日
本語」研修の時間を設ける

岩沼市 日本語交流サポーター育成講
座 日本語学習支援活動希望者 ３０ 〃

仙台市 日本語サポータービギナー研
修会 「MIA日本語サポーター」登録者 ９ 講座の１コマに「やさしい日

本語」研修の時間を設ける



近年の取り組み

実施
地域

実施体制・役割分担 対象 内 容

気仙沼市

◎気仙沼市：会場確保、広報、申込受付、資料

印刷、会場設営、受付、進行、講師、アンケート

作成・集計

◎MIA：資料印刷、講師、交通費負担

一般市民
・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

気仙沼市 同上 市職員

・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

・書き言葉のやさしい日本語

【令和２年度】

令和２年度より県からの委託事業として、やさしい日本語の普及に特
化した研修を市町村等と連携のうえ開催している。



近年の取り組み

実施
地域

実施体制・役割分担 対象 内 容

仙台市

◎宮城県：会場確保、広報、会場設営

◎MIA：広報、申込受付、資料印刷、会場設営、

受付、進行、講師、アンケート作成・集計

市町村職員

等

・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

・書き言葉のやさしい日本語

柴田町

◎柴田町社会福祉協議会：会場確保、広報、

申込受付、事例紹介者依頼、資料印刷、会場

設営、受付、進行、講師

◎柴田町：町内調整、広報、講師

◎MIA：広報、資料印刷、講師、交通費負担、

アンケート作成・集計

一般町民
（主に柴田町社
協に関係する団
体の構成員や行
政区長）

・域内の多文化化の現状

・在住外国人と行政区長の

声を聞く

・話し言葉のやさしい日本語

角田市

◎角田市：会場確保、広報、申込受付、資料印

刷、会場設営、受付、講師

◎MIA：広報、資料印刷、会場設営、進行、講

師、交通費負担、アンケート作成・集計

一般市民
（主に日本語学
習支援者）

・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

【令和3年度】



広報用チラシ（市町村職員向け）

河北新報Online News(2021.11.18)

研修の内容が詳しく紹介され
ています。
※要登録(1/17までは無料)



柴田町内での研修の様子：町内在住海外出身者、行政区長から体験談を聞く時間を
設ける。



近年の取り組み

実施
地域 実施体制・役割分担 対象 内 容

丸森町

◎丸森町：会場確保、広報、申込受付、会場設
営、受付
◎MIA：広報、資料印刷、進行、講師、交通費
負担、受付、アンケート作成・集計

一般町民
・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

柴田町

◎柴田町社会福祉協議会：会場確保、広報、
申込受付、会場設営、受付、進行
◎MIA：資料印刷、講師、交通費負担、アン
ケート作成・集計

民生委員・
児童委員

・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

気仙沼市

◎気仙沼市：会場確保、広報、申込受付、資料
印刷、会場設営、受付、進行、講師
◎MIA：資料印刷、講師、交通費負担、アン
ケート作成・集計

市職員

・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

・書き言葉のやさしい日本語

石巻市

◎石巻市：会場確保、広報、申込受付、資料印
刷、会場設営、受付、進行、講師、アンケート作
成・集計
◎MIA：広報、資料印刷、講師、交通費負担、
アンケート作成・集計

市職員

・域内の多文化化の現状

・話し言葉のやさしい日本語

・書き言葉のやさしい日本語

【令和４年度】 ※県が市町村に実施希望の照会を行い、その回答を参考にして県と市町村が協議
のうえ開催地を決定。

※年度内に涌谷町、その他２か所でも開催予定。



近年の取り組み

研修の実施内容の例

▶地域の多文化化の現状
・在留外国人数に関する基礎情報

▶「やさしい日本語」に関する基礎情報
・外国人とのコミュニケーションにおける有効性
・考案された経緯
・活用事例

▶話し言葉の「やさしい日本語」
・ポイントの解説と演習

▶書き言葉の「やさしい日本語」
・ポイントの解説と演習

▶多文化共生と「やさしい日本語」

既存の資料(※次頁)を参考に作成
したパワポ資料を使用

行政職員向けのみ



近年の取り組み

※参考にしている資料

◆岩田一成・栁田直美 （2020）『「やさしい日本語」で伝わる！ 公務員

のための外国人対応』学陽書房

◆庵功雄編著（2020）『「やさしい日本語」表現事典』丸善出版

◆荒川洋平（2010）『とりあえず日本語で もしも…あなたが外国人と

「日本語で話す」としたら』スリーエーネットワーク

◆出入国在留管理庁・文化庁（2020）＜在留支援のためのやさしい日本語

ガイドライン＞

◆島根県・しまね国際センター（2014）＜「やさしい日本語」の手引き＞

◆愛知県（2013）＜「やさしい日本語」の手引き～外国人に伝わる日本語～＞

◆横須賀市（2012）「窓口で使える外国語の会話集」



近年の取り組み

今年度実施した研修のアンケート結果から見えてきたこと

①全体的に「やさしい日本語」に対して肯定的な評価をしている。
→研修が「仕事や活動の参考になった」と回答した人が全体の９８％。

②「やさしい日本語」の守備範囲の広さを再確認。 >>次頁参照

→高齢者・子ども・障がい者とのコミュニケーションにも有効である
と多くの人が評価。

→「多文化共生」×「社会福祉」の今後の可能性を示唆？

③役所・役場職員の方々の意識の高さを再確認。 >>次々頁参照

→参加してもらえれば、「やさしい日本語」と自分の業務との関連性を
理解してもらえる。



高齢者や小さいお子さ
んにも共通して役立つ
研修会だった。(丸森)

地域に暮らす外国の方
や子どもたちのコミュニ
ケーションにとても役立
つ内容だった。（丸森）

「やさしい日本語」の精
神は、そのまま福祉やい
ろいろな人々の共生社
会に通じるものだと思う。

（柴田）

子供たちや高齢者の会
話と一緒だなあと思い
ました。（柴田）

対外国人はもちろん、日本
人相手（ご老人や障害のあ
る方）にも役立つ内容で
あった。（気仙沼）

外国の方だけでなく、お年
寄りや子供にも伝わるよう
な話し方を心掛けたいと思
う。（気仙沼）

（ワークの回答見本は）
私達日本人にとってもと
ても見やすいものだった
ので、外部への資料作
成では今日学んだことを
活かしたい。（石巻）

外国人と直接接するこ
とが少ないが、やさしい
日本語は高齢者や子供
に対しても使えるものだ
と思ったので参加した。

（石巻）

アンケートのコメントから ※文末の括弧書きは地域名

近年の取り組み



市民に優しい窓口を目
指しているため参加しま
した。(気仙沼)

アンケートのコメントから（市役所職員のコメント） ※文末の括弧書きは地域名

毎年必要だと思います。(気仙沼)

相手の立場になり、どうやったら伝わる
かを考えることは公務員としては当然
のことだと思うので、より多くの職員が
聴いたほうが良い。特に若い世代は職
員研修にしてもよいのでは。(気仙沼)

課内会議で再度周知し、窓口業務
の向上を目指します。(気仙沼)

当初思った以上に仕事に役立つ研
修でした。やさしい気持ちで対応し
ていきたいです。(石巻)

多くの職員が学ぶ機会があった
ほうが良いので、大変だとは思い
ますが、引き続きお願いします。

(石巻)

外国人の方が窓口に来所した時に、
よりスムーズなコミュニケーションの
方法を知りたいため参加しました。
課内で伝達研修実施予定です。

(石巻)

近年の取り組み



近年の取り組み

今年度これまで実施した市町の担当窓口からのコメント

丸森町 気仙沼市 石巻市

対象 一般町民 市職員 市職員

なぜ実施
を希望し
たか

町内に生活する外国人技能実
習生と職場、地域の方々との良
好なコミュニケーションの構築の
ため。
多文化共生の推進と町民の意
識向上を図るため。

①外国人に対する窓口対応
についてご意見があったため。
②令和3年3月（令和2年
度）に実施してから年数が経
過したため。

本市に住む外国人はベトナムやインドネ
シア出身者が多く、英語を話す方は極端
に少ない状況にある。職員によるベトナ
ム語やインドネシア語での対応はできな
かったため、担当課窓口に当課職員が
同行し、やさしい日本語で意思疎通を
図っていた。
各課の職員が「やさしい日本語」 を身
に着ければ、当課職員が日本語を「やさ
しい日本語」に通訳することなく、各課の
知識を持った職員が直接、説明等ができ
るようになるため、より良い窓口対応が
可能になると思い、今回、本市でのやさし
い日本語研修の実施を希望した。



近年の取り組み

丸森町 気仙沼市 石巻市

対象 一般町民 市職員 市職員

どのよう
に広報し
たか

＜集落支援員にアプローチした理由＞
「やさしい日本語」は子供や高齢者に
も 応用できることから参加をお願いし
た。 町では、今年度から各地区に集
落支援員を配置し、地区の実情に合
わせた見守り活動を実施していただい
ている。
業務上、幅広い年代の方々と接する
機会が多いことから、本研修が有効で
あると考えた。
＜集落支援員へのアプローチ方法＞
個別にメールや電話にて参加を促し
た。まず、「やさしい日本語」とは何かと
いうことを説明し、対日本人にも応用
可能であることを伝えた。

①一般職員向け職員研修と位置
付けし、全庁掲示板にて参加者
を募った。（参加人数が思わしく
なかった）
②外国人に限らず、お年寄りや
子どもにも有効な手段であると
感じていたことから、地域づくり推
進課長より窓口を持っている関
係各課の課長へ直接連絡をし、
改めて参加を促した。

職員用のグループウェア（掲示板）に
て、幅広く募集し、対象者は次のとおり
とした。
① 業務で外国人への対応が求められ
ている方
② 「多文化共生」「国際交流」「やさし
い日本語」に関心のある方
③ 石巻市職員は誰でも参加可能
必要性がありそうな部署へは声がけも
行った。
また、実務において、会計年度任用職
員が窓口へ配置されている部署もある
ことから、会計年度任用職員の参加も
認めた。

実施して
の感想
(成果・
課題等)

外国人と接することを念頭に受講し
た方は少なかったが、まずは「やさしい
日本語」に触れてもらういい機会に
なった。
アンケート結果からも、参考になった
との回答が得られ、満足度は高かった
と感じています。

①アンケートの結果からも分かる
ように、職員のスキルアップに繋
がった。
②職員の業務に対する意識が高
いことが確認でき、継続の必要
性を感じた。
③外国人に限らず、お年寄りや
子どもにも有効的であることを改
めて認識した。

多くの参加者から「とても参考になっ
た」「参考になった」との声があった。
また、今後も継続して「やさしい日本
語」を学びたい、やさしい日本語を広め
たいと思う職員も見受けられた。
当課としても、より多くの職員がやさし
い日本語での表現ができるよう、継続
的な研修の実施を望んでいるが、庁内
での共有方法や、参加者からの広がり
については、今後の課題となる。



今後の予定と課題

来年度の予定

県からの委託事業として、また、日本語学習支援者を対象とした研修の１コ
マとして、今年度と同様の内容で実施予定。

今後の課題

①「やさしい日本語」普及の目標をどこに設定するのか。

②福祉分野とどの程度連携していくのか。



【参考】河北新報ONLINE ＜やさしい にほんご ニュース>

▶当協会の地域日本語教育コーディネーター/日本語講師が監修協力。

▶日本語教材として活用できるワークシートがダウンロード可能。
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